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（エ） 新しい移動のあり方（デジタル化）

（i） デジタル化との融合（CASE、MaaS）
車の電動化は、デジタル化・自動化との親和性が極めて高いことから、

デジタル化が進む社会では、「車の使い方」の変革も起きると言われてい

ます。

これから到来する５Ｇ・６Ｇ社会では、情報通信技術と電動車の高度な

連携により、MaaS（モビリティのサービス化）や自動走行技術をはじめと
する、新しい移動のあり方が現実化することが想定されます。また、自動

運転による交通弱者の移動機会の創出など、脱炭素であり、快適で安

全・安心なまちをつくり出すことが期待されます。

さらに、高速道路における自動運転とワイヤレス充電の実現や、AI・
IoT 等の新技術を活用して「モノや取引の動きの見える化」を進めること
により、物流システム全体での効率化を進めることが可能となります。

このように、環境負荷の低減（脱炭素化）と都市交通の快適化・最適化

を同時実現するための取組みを、これからのまちづくりを進めるための重

要な視点として捉える必要があります。

北九州市では、毎年１０月と１１月をノーマイカー強化月間とし、民間店
舗の協力を得て、期間中にノーマイカーで参加店舗に来店すると、店舗
の独自特典と、市のポイントを受け取ることができるキャンペーンを行って
います。
また、2019年には、西鉄バス北九州と北九州市が連携し、ノーマイカー

強化月間の新たな取組みとして、普段マイカーを利用している人を対象
に、「北九州都市圏 1日フリー乗車券」の割引を行うキャンペーンを実施し
ました。引き続き、様々な主体と連携を図りながら、取組みを進めていく必
要があります。

【ポイント 】民間店舗や交通事業者との連携 

ノーマイカー強化月間（民間店舗との連携）
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ＩoT、MaaS、CASEなどのスマートシティ技術が活用可能になることで、課題が
解決され、公共交通の利便性が高まります。

探すのが難しい案内板⇒簡単に入手できて分かりやすい情報の提供、
運賃支払に並ぶ    ⇒ＩＣＴ技術を活用した効率的な決済システムの導入
乗換え時の待機時間 ⇒ワンストップでシームレスな移動サービスの提供

【ポイント 】自動運転時代の都市の将来像について

出典：「都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会（2019 年 10 月/国土交通省）」より

（解説） 
CASE （ケース）
Connected（情報機の搭載）、Autonomous/Automated（自動化）、 
Shared（シェアリング）、Electric（電動化）の頭文字による造語です。 
これら 4つの技術要素を組み合わせ、安全快適で利便性の高い 
次世代の移動サービスです。 

MaaS （マース）
Mobility as a Service の略。マイカー以外のすべての交通手段によるモビリティ 
（移動）を、需要に応じて利用できる一つの移動サービスに統合するものです。 
例えば、バスや鉄道・タクシーなどの運行データや運賃情報を連携させることに 
より、効率的な乗継ぎや、一括予約、料金の一括支払いなど様々な交通機関を、 
１人１人のニーズに応じて利用できるようにするサービスです。 

課題と解決方法
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（オ） 2050年までのロードマップ（現在→2030年度→2050年）
運輸部門の CO 削減について、国の計画や調査・分析をもとに、本市にお

ける現在と今後の状況を推計し、2050 年までのロードマップを次のとおり示し
ます。

④ CO2の削減効果

運輸部門において、上記の取組みによる 2030 年度の CO2削減量を次のよう

に算出しました。
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⑤ 求められる取組み

（次世代自動車） 
次世代自動車の導入補助 
燃料電池自動車（FCV）を市内に普及させるため、FCV 及び外部給電

器導入の一部助成を行います。 

（公共交通） 
公共交通の利用促進 
「北九州市環境首都総合交通戦略」に基づき、利便性が高く持続可能

な公共交通の実現を目指すため、拠点間 BRT の形成やおでかけ交通
への支援などを実施します。 
自転車の利用促進 
「北九州市自転車活用推進計画」に基づき、地球にやさしい自転車の

活用を総合的かつ計画的に推進するため、自転車通行空間や駐輪施設
の整備などを実施します。 
エコドライブ・ノーマイカーの推進 
企業のエコドライブ活動の支援や市民へのエコドライブの普及啓発を

図ります。また、公共交通機関の利用促進キャンペーンや、「ノーマイカ
ーデー（毎週水・金曜日）」の取組みを実施し、企業・市民への定着を図
ります。 

（多面的利用） 
燃料電池自動車、電気自動車を活用した災害時等の非常用電源確保 
燃料電池自動車（FCV）を市内に普及させるため、FCV 及び外部給電

器導入の一部助成を行います【再掲】。また、民間事業者との連携協定
等に基づき、電気自動車を活用した災害時の非常用電源を確保します。 

（利用意識の転換） 
新たな移動システム活用に向けた情報発信 
再生可能エネルギーや次世代自動車の導入促進、建築物の脱炭素

化といった、取組みの方法・効果や補助金メニュー等を掲載した専用ポ
ータルサイトを作成し、優良事例の情報発信により、脱炭素型ライフスタ
イルへの転換や中小企業の脱炭素化に向けて支援します。【再掲】 

市の主な施策 


